
のしろ市議会だより

質
問　

市
政
の
推
進
に
当
た
っ
て
、
能
代

市
の
あ
る
べ
き
姿
を
想
定
し
た
市
の
最
上

位
計
画
と
い
え
る
総
合
計
画
を
策
定
し
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
、環
境
、産
業
、福
祉
、

医
療
、
教
育
、
地
方
分
権
、
行
財
政
改
革

等
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
早
期

の
策
定
を
望
む
が
ど
う
か
。

答
弁　

総
合
計
画
は
、
市
の
最
上
位
計
画

と
し
て
、
長
期
的
展
望
に
基
づ
い
て
、
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
も
の
。
計
画

の
策
定
過
程
か
ら
多
く
の
市
民
の
参
画
と

理
解
を
得
て
、
市
民
と
行
政
が
共
に
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む
動
き
に
つ
な
げ
た

い
。
行
財
政
改
革
を
推
進
し
な
が
ら
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
し
、
計
画
に
位

置
づ
け
る
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
総
合

計
画
に
し
た
い
。
全
庁
体
制
で
取
り
組
み
、

平
成
19
年
度
中
に
策
定
を
終
え
平
成
20
年

度
か
ら
の
施
策
に
反
映
し
た
い
。

                               

質
問　

地
方
交
付
税
、
補
助
金
等
の
削
減

や
税
源
移
譲
な
ど
分
権
メ
ニ
ュ
ー
が
示
さ

れ
、
地
方
の
財
政
運
営
は
厳
し
い
状
況
下

に
あ
る
。
地
方
交
付
税
、
臨
時
財
政
対
策

債
の
当
市
へ
の
配
分
の
現
況
と
今
後
の
財

政
見
通
し
に
つ
い
て
。

答
弁　

平
成
18
年
度
の
普
通
交
付
税
は
、

合
併
の
財
政
支
援
分
８
５
０
０
万
円
を
除

い
た
通
常
分
で
63
億
円
、
臨
時
財
政
対
策

債
は
、
６
億
９
０
４
０
万
円
で
、
合
計

69
億
９
０
４
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
特
別
交
付
税
は
、
合
併
に
伴
う
財

政
支
援
分
２
億
２
３
０
０
万
円
を
合
わ
せ

11
億
２
３
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

今
後
の
財
政
見
通
し
は
、
地
方
交
付
税
、

臨
時
財
政
対
策
債
、
市
税
の
歳
入
の
減
少

は
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
歳
出
面

で
は
扶
助
費
の
ほ
か
、
医
療
や
介
護
保
険

関
係
の
繰
出
金
が
増
加
し
て
い
る
。
平
成

18
年
度
予
算
で
の
財
政
調
整
基
金
の
一
般

分
の
残
高
は
約
８
４
０
０
万
円
と
か
つ
て

な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

質
問　

今
後
の
財
政
を
考
え
た
場
合
、
高

次
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
都
市

施
設
（
文
化
施
設
、
病
院
等
）
は
、
道
路

網
を
軸
に
沿
道
各
都
市
が
連
合
を
組
み
共

同
で
建
設
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

一
つ
の
施
設
に
よ
り
多
く
の
投
資
が
可
能

と
な
る
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

答
弁　

現
在
の
地
方
都
市
の
置
か
れ
て
い
る

財
政
状
況
で
は
、
新
た
な
大
規
模
施
設
の
建

設
の
前
に
今
あ
る
施
設
を
有
効
に
活
用
し
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
交
通
網
の
発
達
と
合
わ

せ
、
広
域
的
に
都
市
が
連
携
し
、
効
率
化

を
進
め
、
高
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
が
、
現
時
点
で

は
、
話
し
合
い
の
段
階
に
至
っ
て
な
い
。
道

路
網
の
整
備
等
、
移
動
の
利
便
性
も
高
ま
っ

て
お
り
、
米
代
川
流
域
地
方
拠
点
都
市
地
域

な
ど
の
連
携
や
交
流
の
積
み
重
ね
の
上
に
、

地
方
都
市
相
互
の
機
能
や
役
割
分
担
に
対
す

る
共
通
認
識
が
出
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
た
め
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

質
問　

秋
田
県
北
部
エ
コ
タ
ウ
ン
計
画
の
中

で
同
和
鉱
業
の
果
た
す
中
心
的
な
役
割
は
大

き
い
と
思
う
し
、
北
部
エ
コ
タ
ウ
ン
計
画
の

成
否
は
、
能
代
港
の
リ
サ
イ
ク
ル
港
と
し
て

の
利
活
用
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
い

か
が
か
。
地
域
振
興
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
関

連
企
業
の
誘
致
は
い
か
が
か
。

答
弁　

同
和
鉱
業
に
は
能
代
港
を
活
用
さ

れ
る
よ
う
、
積
極
的
に
交
渉
し
て
ま
い
り

た
い
。
県
北
地
域
は
多
く
の
企
業
が
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
秋

田
県
北
部
エ
コ
タ
ウ
ン
計
画
の
推
進
の
た

め
、
地
域
の
物
流
の
拠
点
と
し
て
能
代
港

が
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
能
代

港
が
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
と
し
て
利
活
用

さ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
が
さ
ら
に
展
開

さ
れ
れ
ば
、
新
た
な
事
業
展
開
や
新
規
事

業
の
創
出
に
発
展
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
、
本
市
へ
の
進
出
に
つ
な
が
る
こ
と
も

期
待
で
き
る
。
本
市
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
積
極
的
に
企
業
と
折

衝
し
て
ま
い
り
た
い
。
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